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ニュース＆トピックス 58……………………………
さまざまな挿話を提供して，読者に新商品の開発や，難交
渉の解決，話題づくりのヒントにしていただくということ
を狙いとする読み物．缶詰，びん詰，レトルト食品を念頭
に捕物控から拾い出して紹介するが，連想のままずれてゆ
くことがあってもご愛敬ということで．
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続・琴川渉捕物控
　第15回　ピーター・デュランド物語

今月号の「企業最前線～経営者に聞く～」は休載となります．

2018年清涼飲料市場動向

2018年の清涼飲料市場は生産量が4年連続で過去最高を更
新し，販売金額は初の4兆円を超えた．この生産量は，す
べての国民が毎日500㎖ペットボトルを1本飲んでいる計
算になる．猛暑・酷暑の後押しと各社の活発なマーケティ
ング戦略が奏功した．本稿では18年の主な出来事と分野別
動向等を解説する．
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研究報文

レトルト殺菌加熱期のレトルトパウチ詰食品
の温度伝導率および両表面における総括熱
伝達率／熱伝導率の算出

29………………………………………… 寺島好己

62
2018年の缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量

2018年（１～12月）の缶詰，びん詰生産は274万トン（４
億4,491万箱．実箱）で，前年対比91.8％と減少している．
このうち飲料缶詰を除いた一般食料缶詰，びん詰の生産
は，29.5万トン（4,125万箱）で前年対比96.3％と減少して
いる．飲料缶詰の生産は，244万トン（4億366万箱）で
前年対比91.2％と減少．レトルト食品の生産は，38.0万トン
（5,568万箱）で前年対比101.3％と増加している．
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